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＜新患情報＞

10/19（月）2名
・家口キサ様（84）センター新患：窪田Ｄｒ

現在、八戸市にて長男と生活している。

30数年前より夫が事業を始め、東京で生活をしていた。その後、夫が地元八戸市でも

事業を行うこととなり、夫は八戸市へ帰郷。本人は東京に戻り、八戸と東京を行き来

しながら生活をしていた。また、糖尿病に罹患しており、かかりつけ医にて治療を継続

していた(内服薬・インスリン注射)。H12年頃に夫が他界してからは、東京で長男と同

居していた。友人との交流や、民謡の教室に通う等して生活をしていた。H21年頃に

長男が事業を辞めて、本人と共に八戸市へ帰郷。以後は近所に住む姉妹との交流が見ら

れていた(松橋キヨ様：当院通院歴あり)。長男は三八五タクシーの運転手(夜間)として

働き、本人とは生活リズムが正反対となった。糖尿病については青森労災病院への通院

を継続しており(数値が悪化しH23、4年頃に1ヶ月程入院)、その後、近医のはるみ眼

科・循環器科へ転院し、治療を継続していた。H26年頃より、物忘れが見られるよう

になり、一日のスケジュールを把握できなくなった。特に食事については、夜にコープ

の弁当(おかずのみ)を注文しており、翌朝のおかずとして食べることとしていたが、夕

食を摂った後に食べてしまい翌朝長男が仕事から帰宅すると無くなっていることが

度々見られるようになった。おかずを朝に取っておくよう、本人に何度説明しても理解

ができない状態であった。上記状態から介護保険を申請してデイサービスいこい苑の利

用を開始(1回/週)。本人には週1回の利用であることを何度も説明したが、毎日利用す

るものだと思い込み、毎朝デイサービスに行く準備をしていた。歩行行状態も悪化して

外出の頻度は減少していた。今後、暖房を使用する際に、火の不始末が心配である為、

一度専門医の受診を検討し、長男から相談を頂く。
・中嶋　海都様（23）精神新患：窪田Ｄｒ

あおぞらクリニックより紹介。

ＷＡＩＳ実施目的にて当院受診予定。

10/20（火）2名
・タチバナ　ケンノスケ様（74）センター新患：深澤Ｄｒ

うつ病。
南部病院より連絡あり。受診予定。

・佐々木彩乃様（25）精神新患：伊藤Ｄｒ

八戸市にて出生。

小中野中学校卒業後、中央高校へ進学。高校時代から続けているｱﾙﾊﾞｲﾄを高校卒業してから現在まで続けている。30歳の夫（漁師）と6歳、4歳、1歳の子供たちと生活している。

H26年5月3人目を出産後より動悸、立ちくらみ、突然泣きたくなる等の症状が出現。同年8月すわクリニックを受診し「ｽﾄﾚｽ」との事で漢方薬が処方となり、服用を続けている。H27年10月すわクリニク受診し症状が現在も続いている事を相談した専門病院の受診を勧められたため、当院へ連絡した。上記症状に加え2,3週間まえより胃痛、嘔気、嘔吐が見られる様になり家事が手に付かず、夫に助けてもらっている状態。常に心臓がどきどきするような感覚がありこのままでは自分が死んでしまうのではないかと言う不安感もあり。

これらの原因として本人は「育児のストレス」と感じている様子。仕事関係での悩みは特にない

と話す。

10/21（水）1名
・清水　亜紀様（36）精神新患：田名部Ｄｒ

八戸市出身、同胞３名、第３子、次女として出生。地元の小、中、光星学院高校進学するも、2年時、出席日数が足りず留年となり退学。その後はアルバイトをしていた。24歳で結婚、2子儲け、現在は専業主婦。　1年前にいつも運転している道であった桜木町の交差点（長根運動公園付近）を車で運転中に突然、眩暈、嘔気、動悸が出現。少し休んだ事で症状改善され、その後運転再開し帰宅。その後、同じ道を通った際に再度、同じ症状が出現した為、その後は通らないようにしている。また、昨年9月頃より嘔気が継続（嘔吐なし、食事摂取量低下なし）しており、今年4月頃動悸、息が苦しい感じが1週間続き、黒田内科胃腸科医院を受診。自律神経のバランスの値が低い、逆流性食道炎かもしれないと言われ、自律神経を整える薬と逆流性食道炎の薬を処方され、2週間に1度のペースで通院していた。しかし症状改善されず、5月に通院中断。その後、ドックで全身を調べてもらおうと思い、6月に西健診センターにて思い当たる全身、ドックにて検査する。結果異常なし。8月頃にストレス（子供の委員会、幼稚園のＰＴＡ等で忙しかった）が溜まったのか、気分が落ち込み、何かを壊したくなる衝動にかられる事が出現。マナクリニック受診検討し、電話相談するも症状を伝えたところ、婦人科受診勧められ受診には至らず。婦人科も受診していない。今回、本人としてはやはり精神科なのではないかと疑い、当院へ受診相談される。夜間の睡眠は問題なし。

10/23（金）1名
・大羽澤英和様（28）精神新患：伊藤Ｄｒ

今年のシルバーウィーク（9/21か9/22）に祖父（母方）と一緒に食事を摂取していた（夕食）時、祖父が突然ご飯を喉に詰まらせ呼吸停止するのを目の当たりにする。その後祖父は三戸中央病院に救急搬送され、現在は問題なく自宅にて生活している。

その後、本人様が風邪を引き、夜寝ようとすると花が詰まり呼吸できなくなり、息が出来ないとパニックになり夜間入眠出来なくなる。9月28日風邪症状、手の痺れ、血圧高値を訴え三戸中央病院　総合診療科受診し、葛根湯が処方され、血圧をしばらく測定して持参するように説明受ける。その夜、やはり夜になると鼻が詰まって、息できなくなり、呼吸困難になり夜間入眠できず、三戸中央病院夜間救急外来受診する。

胸部Ｘ－Ｐ、心電図、採血検査施行するも異常なく、鼻が詰まる為、鼻の薬が処方となり帰宅。

以降も夜間になると過呼吸、鼻づまり、パニックになり寝れず。9月30日三戸中央病院再度受

診し、頭部ＣＴ検査施行するも異常なく、精神的なものかもと説明受ける。10月に入り、仕事

していても頭がボーっとし仕事が手につかず、２、３日早退したとの事。10月1日車運転中に

動悸が出現し、はらだクリニック受診。症状を伝え、エチゾラムが3日分処方となり、内服する

も寝れず。10月2日再度運転中に動悸が出現、はらだクリニック受診。ＮＳで自身もうつ病の

既往歴がある方がいて、そのＮＳに精神科受診を勧められる。ささクリニックを勧められるも1

ヶ月待ちと言われ、長谷川内科医院勧められ、10月5日仕事を欠勤して受診。ソラナックスが

処方となり、内服するも寝れず。翌日10月6日も仕事を欠勤し再度長谷川内科医院受診。マイ

スリーが処方となり、初めて夜間寝る事ができる。10月7日夜間寝れたが、頭がボーっとする

為、欠勤し長谷川内科医院受診し、休職用の診断書作成してもらう。期間は10月末まで。職場

にも休業届けを提出。今回長谷川内科医院より当院勧められ、本人様も早く仕事に戻りたい、早

く治したいと精神科受診希望されているとの事で母様より当院に受診相談される。現在の症状と

しては、頭がボーっとする、自力で寝れない、やる気が出ない、食欲低下（3日前からであり、

体重減少なし）、不安感との事。
＜外来情報＞

・我満　奈津紀様～先週泣きたくなる等気分不安定となる事が多かった。食思もなく、固形物を摂取すると嘔吐する事もあり、内科受診し胃薬処方され、徐々に改善されて来ている事報告している。ミルナシプラン（25）１Ｔ１×夕食後→ミルナシプラン（25）２Ｔ１×夕食後へ増薬している。

・野月　利章様～昨日祖父が死去され、家族が多忙となり、本人の管理が出来ない事、来客が増え本人が不穏となる事が考えられる事から家族様より短期間の入院治療希望あり。本日12：00西病棟Ａユニットへ任意入院となっている。入院予定は1週間程度を予定している。

・八木橋　牧雄様～血圧が150/100台位で経過されており、薬剤調整施行している。カプトルナＲ（18.75）２Ｃ２×朝、夕食後が中止、ディオバン（40）１Ｔ１×朝食後へ変更となっている。
